
年
頭
な
ら
び
に
就
任
の
ご
挨
拶

新
春
を
迎
え
檀
信
徒
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
に
曹
洞
宗
管
長
よ
り
住
職
辞

令
を
拝
受
致
し
ま
し
た
。
先
住
、
二
十
九
世
紀
久
和
尚

よ
り
内
法
を
引
き
継
ぎ
そ
の
重
責
を
改
め
て
感
じ
て
お

り
ま
す
。
素
よ
り
浅
学
非
才
で
そ
の
任
に
足
る
禅
器
で

な
い
こ
と
は
重
々
に
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
檀
信
徒

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
当
山
三
十
世
住
職
と
し

て
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
改
元
の
令
和
元
年
に
、
そ
し
て
雲
林
寺
が
曹
洞

宗
と
し
て
開
山
さ
れ
て
四
六
〇
年
の
節
目
の
年
に
住
職

の
命
を
受
け
た
奇
縁
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

自
身
、
平
成
十
三
年
よ
り
当
山
の
副
住
職
と
し
て
そ

の
任
に
当
た
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
数
年

前
か
ら
今
ま
で
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
ご
法
愛
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

雲
林
寺
の
檀
家
の
皆
様
は
本
当
に
《
あ
た
た
か
い
》
。

そ
の
温
も
り
に
甘
え
ぬ
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に
住
職
と

し
て
真
摯
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

『
宝
鏡
三
昧
』
と
い
う
お
経
の
中
の
一
節
に
、

“
潜
行
密
用
は
愚
の
如
く
魯
の
如
し
”

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ひ
と
し
れ
ず
徳
行
を
積
む
こ

と
や
本
当
に
大
切
な
こ
と
は
、
利
益
の
み
で
動
く
の
で

は
な
く
て
、
愚
か
な
人
の
よ
う
に
魯
（
デ
ク
ノ
ボ
ウ
）

の
よ
う
に
目
立
た
ず
行
ず
る
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
先
、
何
年
そ
の
任
を
行
ず
る
の
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
日
々
を
平
常
心
是
道
と
念
じ
て
地
道
に
し
っ
か

り
と
雲
林
寺
の
法
灯
を
相
続
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。末

筆
乍
ら
、
皆
様
の
安
寧
を
切
に
申
し
上
げ
年
頭
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

三
十
世
住
職

轟

省
吾

護
持
会
だ
よ
り

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
六
月
二
十
四
日
の
総
会
に
於
い
て
総
代
役
員
が
改
選

さ
れ
ま
し
た
。
左
記
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
又
、
世
話
人

の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
長
野
原
地
区
を
長
く
務
め
て
頂

き
ま
し
た
市
川
儀
一
様
が
退
任
さ
れ
、
後
任
に
岩
木
夏
雄

様
に
務
め
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
北
軽
井
沢
地
区

の
吉
田
昇
様
が
退
任
さ
れ
、
後
任
に
斎
藤
光
善
（
み
つ
き
）

様
に
努
め
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
川
様
、
吉
田

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（総代）

会長 田村 守

副会長 櫻井芳樹 長谷川誠

書記 山口次夫 黒岩 元

会計 永井芳司 宮崎 透

監事 櫻井輝久 萩原宗仁 佐藤良平

（世話人）

長野原 宮崎広保 湯本定由 山口喜正

山崎敟男 長谷川浩一

割田伸男 岩木夏雄

大津 浅見良雄 市村真 小林喜一郎

櫻井敏雄 塩野英介 湯本茂 吉澤功

羽根尾 黒岩進 櫻井孝治 山口義秋

与喜屋 萩原富夫

横壁 金子茂雄

林 小林寛 篠原憲一 小林柳一

川原湯・川原畑 豊田清

北軽井沢青木博文 岩田紀重 神戸久利

小林一雄 清水忠雄

宮田満 宮澤昭次 斎藤光善

雲
林
寺
の
主
な
年
間
予
定

一
月
二
日

新
年
祈
祷
会

一
月
四
日
～

年
頭
の
御
挨
拶
回
り

二
月
三
日

節
分
会
（
午
後
六
時
半
～
）

二
月
十
五
日

釈
尊
涅
槃
会

三
月
十
八
日
～
二
十
四
日

春
彼
岸

四
月
三
日
★

大
般
若
会
（
午
前
十
時
半
～
）

四
月
八
日

釈
尊
降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）

六
月
中
旬

護
持
会
総
会

八
月
五
日

天
明
物
故
者
供
養

八
月
十
四
日

大
施
食
会
（
午
前
十
時
半
～
）

九
月
二
十
日
～
二
十
六
日

秋
彼
岸

十
月
十
二
日

第
十
二
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

十
二
月
八
日

釈
尊
成
道
会

十
二
月
三
十
一
日

除
夜
の
鐘

★
大
般
若
会
は
大
勢
の
僧
侶
が
大
声
で
転
読
し
、
空
中
で
経
典
が
飛

び
舞
う
最
も
華
や
か
で
動
き
の
あ
る
行
事
で
す
。
転
読
の
風
を
受
け

る
と
「
身
が
清
め
ら
れ
、
無
病
息
災
が
約
束
さ
れ
る
」
と
も
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
列
で
き
ま
す
。
是
非
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

曹洞宗宗務庁（東

京都港区）にて管

長より住職辞令を

頂きました。



　　

大
節
分
会

令
和
元
年
下
半
期

主
な
催
し
の
ご
報
告

①８月５日、天明の供養祭が行われました。天明３年の浅間山噴火は5月８日～８月４日に大噴火、火砕流が発生し、８月５日午前１

０時頃土石流による大災害となりました。この大字長野原の地は240名程の犠牲者を出しました。当山では平成16年に供養碑を建立

し、それ以降毎年この８月５日に供養祭を行っております。

②8月14日は大施食会でした。法要前に東京杉並区の龍泉寺ご住職に「お盆」「お墓」等をテーマに法話して頂きました。施食会は

有縁無縁の精霊に飲食を施す法会ですが、他の為にする供養は自分自身に積む善徳となります。今年も年回に当たられる檀家様にご案

内をさせて頂きます。ご家族そろってお越し頂ければ幸いです。

③８月21日、長野原町教育研究会20名様が「地域めぐり」で当山を訪れました。雲林寺の歴史についてお話させて頂きました。

④草津町交換留学生のドイツの方とそのホストファミリーのご家族がお寺へお越しいただきました。坐禅や書道、お琴の演奏体験をし

て頂きました。

⑤9月24日、忠霊塔英霊供養祭が行われました。忠霊塔は第２次世界大戦の長野原町の戦没者の霊を顕彰しています。

⑥11月6日より２日間、第六教区の旅行で大本山総持寺を参拝致しました。当山より総代様を含め12名様ご参加頂きました。天気に

恵まれ、総持寺の他、東京巣鴨のとげ抜き地蔵、皇居等を巡りました。

感

謝

録

た
く
さ
ん
の
ご
奉
仕
を
頂
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
酒
秘
幻
十
本

浅
間
酒
造
様

コ
シ
ヒ
カ
リ
十
キ
ロ

吉
澤
建
設
様

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
一
箱

萩
原
宗
仁
様

あ
き
た
こ
ま
ち
五
キ
ロ

長
谷
川
浩
一
様

ラ
ー
メ
ン
三
箱

都
建
設
様

コ
ー
ヒ
ー
一
箱

サ
イ
ダ
ー
一
箱

萩
原

稔
様

夕
食
御
招
待
券
（
ペ
ア
）
二
組

草
津
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
様

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ

キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
グ

草
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

結
果
発
表

一
位
湯
本
完
司
様

二
位
川
嶋

仁
様

三
位
唐
澤
次
男
様

四
位
金
子
幸
弥
様

五
位
割
田
三
男
様

六
位
岩
田
紀
重
様

七
位
桐
渕
始
春
様

八
位
吉
澤

功
様

九
位
唐
澤
秀
行
様

十
位
唐
澤
明
雄
様

B
G
唐
澤
次
男
様

第
十
一
回

雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

①②③
④⑤

昨
年
十
月
十
四
日
、
草
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
て
、
第
十
一
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
檀
信
徒
四
十
六
名
の
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
秋
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方

も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

雲
林
寺
橋
場
墓
地
記
念
碑
完
成
式

昨
年
九
月
二
十
日
、
雲
林
寺
橋

場
墓
地
の
記
念
碑
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

橋
場
墓
地
は
当
初
、
明
治
年
代
の

松
谷
発
電
所
へ
の
送
水
路
建
設
で

搬
出
さ
れ
た
土
砂
を
利
用
し
現
在

橋
場
墓
地
公
園
と
な
っ
て
い
る
土

地
を
拡
張
し
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
般
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
県

道
開
設
の
為
、
平
成
二
十
一
年
に

隣
接
河
川
敷
を
埋
立
て
造
成
し
た

現
在
地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

雲
林
寺
橋
場
墓
地
管
理
組
合
皆
様

の
ご
先
祖
様
の
安
ら
か
な
眠
り
を

願
い
、
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

優勝の湯本様

得度式を厳修しました
昨年9月14日、住職長男 陽春 が得度しまし

地
域
の
行
事

長
野
原
町
の
地
域
の
行
事
に
導
師
と
し
て
参
加
さ
せ
て

⑥



　　

大
節
分
会

（
二
月
三
日
十
八
時
三
〇
分
よ
り
）

二
月
三
日
は
令
和
最
初
の
節
分
会
で
す
。
当
山
で
は
厄

払
い
の
祈
祷
法
要
を
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
さ
れ
る
方
は
近
く
の
世
話
人
さ
ん
、
又
は

雲
林
寺
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
尚
、
祈
祷
を
申
し

込
ま
な
く
て
も
節
分
会
に
ご
参
加
頂
け
ま
す
。
毎
年
沢

山
の
景
品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
楽
し

み
に
ご
参
加
下
さ
い
。

一
般
祈
祷

二
千
円

記
念
品
付
祈
祷

三
千
五
百
円

雲
林
寺
境
内
の
整
備

昨
年
暮
れ
に
旧
庁
舎
の
解
体
が
終
了
し
、
境
内

が
更
地
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
整
備
に
際
し

皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。

寺
裏
山
の
墓
地
を
お
参
り
し
易
く
し
て
欲
し
い

町
所
有
の
忠
霊
塔
が
敷
地
内
で
目
立
つ
の
で
他

の
土
地
へ
移
転
し
た
方
が
良
い
の
で
は

永
代
供
養
塔
を
検
討
し
て
い
る
が
お
参
り
し
や

す
く
し
て
欲
し
い

正
座
が
で
き
な
い
の
で
、
法
事
前
の
待
合
室
は

椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
だ
と
助
か
り
ま
す
。
等

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き

た
く
思
い
ま
す
。
是
非
、
気
軽
に
お
声
か
け
下

さ
い
。

東
堂
（
と
う
ど
う
）

東
庵
と
も
表
現
し
ま
す
。
中
国
で
は
古
代
か

ら
東
を
上
位
と
考
え
、
皇
帝
の
座
を
退
い
た
者

の
寝
室
は
前
皇
帝
に
敬
意
を
表
す
る
意
味
か
ら

東
側
に
造
ら
れ
東
堂
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
後
に

寺
院
で
も
住
持
の
座
を
退
い
た
者
の
寝
室
を
東

堂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
前
住
職
自

身
を
東
堂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
十
九
世
紀
久
和
尚
は
東
堂
の
位
に
就
か
れ

た
わ
け
で
す
が
、
今
後
も
変
わ
り
な
く
法
事
や

檀
務
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

昨
年
十
一
月
一
日
、
梅
花
流
群
馬
県
奉
詠
大
会
が
一
昨
年
の

草
津
に
引
き
続
き
、
今
年
も
ま
た
吾
妻
の
地
「
バ
イ
テ
ッ
ク
文

化
ホ
ー
ル
」
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
吾
妻
で
開
催
さ
れ
ま
す
と
、

当
講
員
に
と
っ
て
は
早
朝
に
起
き
て
準
備
す
る
こ
と
な
く
ゆ
っ

く
り
と
会
場
入
り
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

県
内
各
地
よ
り
梅
花
講
員
さ
ん
が
集
合
し
、
開
会
式
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。
登
壇
奉
詠
は
四
番
目
で
し
た
。
常
林
寺
講
、
無

量
院
講
、
雲
林
寺
講
の
三
講
に
よ
り
高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師

讃
迎
御
和
讃
、
同
御
詠
歌
を
奉
詠
し
ま
し
た
が
、
講
員
の
心
を

一
つ
に
し
た
奉
詠
は
、
聞
く
側
か
ら
「
と
て
も
心
地
よ
か
っ

た
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

午
後
の
清
興
の
部
で
は
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ー
ト
に
よ
る

演
奏
で
し
た
。
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
と
坪
根
剛
介
さ
ん
の
打
楽
器

を
使
っ
て
観
客
を
巻
き
込
む
コ
ン
サ
ー
ト
は
万
人
に
楽
し
め
た

よ
う
で
す
。
閉
会
式
後
「
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
」
を
生
演
奏
し

て
下
さ
っ
た
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
ひ
と
こ
ま
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
県
大
会
で
特
に
嬉
し
か
っ
た
事
は
講
員
さ
ん
以

外
の
三
名
の
方
に
出
席
し
て
頂
き
大
会
の
内
容
に
と
て
も
感
動

し
て
下
さ
っ
た
事
が
講
員
さ
ん
と
共
に
何
よ
り
の
喜
び
と
な
り

ま
し
た
。

轟

美
代
子

地
域
の
行
事

長
野
原
町
の
地
域
の
行
事
に
導
師
と
し
て
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

一
月
二
十
八
日

川
原
湯
地
区
初
不
動
尊

四
月
及
び
十
一
月
中
旬

伴
僧
坊
薬
師
堂
（
長
野
原
）

四
月
及
び
十
一
月
中
旬

白
馬
観
音
（
長
野
原
）

五
月
十
五
日

貝
瀬
薬
師
堂
（
長
野
原
）

五
月
及
び
十
月
二
十
八
日

不
動
尊
（
雲
林
寺
内
）

九
月
二
十
三
日

勢
至
菩
薩
、
観
世
音
菩
薩
供
養
祭
（
横
壁
）

九
月
下
旬

群
馬
満
蒙
拓
魂
之
塔
合
祀
慰
霊
祭
（
北
軽
井
沢
）

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
生
活
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
よ
り
、
日
本
全
国
で
地
域

の
行
事
や
祭
り
が
、
存
続
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
地
域
の
行

事
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
若
い
世
代

の
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

行
事
に
は
信
仰
と
娯
楽
の
両
面
が
あ
る

の
で
、
楽
し
み
に
行
っ
て
も
構
わ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
の
時

代
も
先
人
は
変
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
工
夫
を
し

て
い
た
様
に
思
い
ま
す
。

毎
年
皆
様
に
お
逢
い
し
、
地
域
の

色
々
な
お
話
が
聞
け
る
事
を
大
変
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

㊧
群
馬
満
蒙
拓
魂
之
塔
は

長
野
原
町
北
軽
井
沢
大
屋

原
地
区
に
あ
り
、
群
馬
か

ら
満
州
へ
開
拓
民
と
し
て

送
ら
れ
犠
牲
と
な
っ
た
方

や
開
拓
に
従
事
し
た
物
故

者
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

㊨
横
壁
の
勢
至
菩
薩
、
観

世
音
菩
薩
供
養
祭
。
一
六

八
四
年
（
貞
亨
元
年
）
に

建
立
さ
れ
、
ダ
ム
建
設
に

伴
い
平
成
二
十
三
年
、
移

転
地
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

記念品付祈祷を申込された方は

会場の特設舞台に上がって福豆

をまいて頂きます。尚、まかれ

た福豆の中にはくじが入ってお

り、景品と交換できます。

2020年（令和2年）厄年早見表

前厄 本厄 後厄

女19歳の厄 17歳（2003生） 18歳（2002生） 19歳（2001生）

男25歳の厄 23歳（1997生） 24歳（1996生） 25歳（1995生）

女33歳の大厄 31歳（1989生） 32歳（1988生） 33歳（1987生）

女37歳の小厄 36歳（1984生）

男42歳の大厄 40歳（1980生） 41歳（1979生） 42歳（1978生）

男女61歳の厄 59歳（1961生） 60歳（1960生） 61歳（1959生）

幼児 4歳の厄 2歳（2018生） 3歳（2017生） 4歳（2016生）

祈祷を申し込まれた方は「祈祷

者席」にご参列下さい。和太鼓

が厳粛に鳴り響き、法要が始ま

ります。

梅 花 流 た よ り

檀務の他、様々な

相談事にものりま

す。お気軽にお寺

にお出かけ下さい。



高
崎
市
の
観
音
だ
る
ま
、

秋
本
様
よ
り
立
派
な
だ
る

ま
を
頂
き
ま
し
た
。
「
廓
然

無
聖
（
か
く
ね
ん
む
し
ょ

う
）
」
と
入
れ
て
頂
き
ま
し

た
。
意
味
は
「
心
が
広
々
と

し
て
、
求
め
よ
う
と
す
る
真

理
が
な
く
、
何
も
の
に
も
と

ら
わ
れ
な
い
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

様
㉓
宮
崎
千
鶴
様
⑰
嶋
村
清
様
⑬
清
村
正
子
様
㉗

浅
沼
久
哉
様
㉓
市
川
憲
三
様
⑰
㉓
大
木
真
由
美
様

③
㉗
黒
岩
千
絵
様
⑦
芹
口
み
え
子
様
⑦
豊
田
美
明

様
⑦
野
口
勝
彦
様
⑬
㉝
野
口
達
哉
様
⑦
市
村
芳
子

様
⑬
黒
岩
利
男
様
㉓
篠
原
孝
様
⑬
㉓
田
村
朋
子
様

①
㉝
野
口
宏
様
㉓
野
口
正
志
様
㉗
篠
原
寿
美
江
様

⑦
小
瀬
良
枝
様
㉝
大
谷
よ
し
子
様
⑰
北
島
一
浩
様

⑦
高
橋
甚
一
様
①
森
本
拓
也
様
①
⑦
加
嶋
明
様
①

編
集
後
記

本
年
も
こ
の
寺
報
で
当
寺
の
行
事
や
案
内
や
報
告
を
掲
載
さ
せ

て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
世
間
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
日
本
の
社
会
（
日
本
の

み
な
ら
ず
）
は
、
ま
す
ま
す
色
々
な
事
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
異
常
な
犯
罪
、
経
済

動
向
の
不
安
定
、
少
子
化
や
地
方
の
過
疎
化
等
々
、
特
に
中
高
年

の
人
で
こ
の
世
相
の
変
化
に
つ
い
て
行
け
な
い
と
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
々
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

し
か
し
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

【
脚
下
照
顧
】
き
ゃ
っ
か
し
ょ
う
こ

自
分
の
足
下
を
見
て
歩
い
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。
住
職

二
〇
二
〇
年

年
回
正
当
の
お
知
ら
せ

年
回
例
⑦
は
七
回
忌
に
な
り
ま
す
。
御
名
前
は
施
主
様
に

な
り
ま
す
。
七
月
初
旬
に
施
食
会
（
八
月
十
四
日
）
の
ご
案

内
を
施
主
様
に
通
知
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
長
野
原
地
区
】

櫻
井
芳
樹
様
①
長
谷
川
誠
様
③
佐
藤
良
平
様
①
浅
沼

清
一
様
⑬
飯
塚
も
も
子
様
㉓
石
坂
テ
ル
子
様
㉗
市
村

良
平
様
③
犬
塚
守
人
様
①
⑬
加
嶋
花
以
様
⑦
黒
岩
文

夫
様
①
黒
岩
満
様
③
黒
岩
良
一
様
①
小
池
孝
夫
様
①

小
出
ま
さ
子
様
③
越
水
直
様
㉝
小
林
成
子
様
㉓
㉝
酒

井
正
躬
様
㉓
坂
井
義
隆
様
⑦
櫻
井
正
宏
様
⑦
佐
藤
昭

久
様
㉗
佐
藤
し
ず
え
様
①
佐
藤
花
吉
様
①
佐
藤
正
美

様
①
篠
原
十
三
男
様
㉗
篠
原
孝
子
様
⑰
清
水
幸
子
様

⑬
清
水
武
男
様
㉝
霜
田
芳
之
様
⑰
高
良
江
様
①
滝
沢

正
和
様
①
武
田
俊
一
様
㉝
寺
沢
益
代
様
③
永
井
す
み

子
様
③
長
澤
セ
ツ
子
様
③
⑬
野
口
和
久
様
㉓
野
口
和

宏
様
㉓
野
口
裕
幸
様
㉝
橋
詰
政
雄
様
⑰
㉓
平
井
強
様

㉝
宮
崎
昭
様
⑬
宮
崎
は
る
様
⑬
八
木
宏
様
㉝
矢
野
ま

さ
子
様
③
山
口
幸
一
様
③
㉝
山
口
智
和
様
①
山
口
喜

正
様
⑰
湯
本
和
明
様
①
横
田
義
雄
様
⑰

【
大
津
地
区
】

櫻
井
輝
久
様
㉝
浅
川
た
か
江
様
③
㉝
浅
見
章
様
㉓
浅

見
博
之
様
⑦
浅
見
稔
様
⑦
浅
見
勇
様
㉓
浅
見
良
雄
様

③
⑬
荒
木
も
と
ゑ
様
①
一
場
榮
様
⑰
市
村
明
様
⑬
㉗

岩
野
春
江
様
③
竹
内
は
な
代
様
①
鎌
田
良
春
様
③
唐

澤
健
志
様
①
⑦
河
合
秀
興
様
①
黒
岩
義
治
様
⑦
⑦
黒

岩
清
様
㉗
黒
岩
俊
正
様
③
③
黒
岩
治
郎
様
㉝
黒
岩
将

人
様
③
黒
岩
許
昭
様
⑦
小
林
佳
乃
子
様
③
小
林
喜
一

郎
様
⑬
小
林
茂
夫
様
③
坂
口
達
也
様
⑦
塩
野
英
介
様

⑦
⑰
篠
原
則
夫
様
③
篠
原
幸
彦
様
③
嶋
村
勝
治
様
⑰

嶋
村
武
夫
様
③
嶋
村
久
夫
様
③
嶋
村
満
様
㉓
清
水
洋

介
様
⑦
関
健
次
様
③
冨
澤
正
男
様
③
中
村
一
也
様
③

野
口
邦
美
様
⑬
⑰
野
口
善
行
様
㉝
松
本
直
幸
様
㉝
丸

山
忠
司
様
③
山
岸
冨
美
雄
様
①
山
口
一
浩
様
⑦
⑬
山

本
一
男
様
③
湯
本
完
司
様
⑦
湯
本
明
男
様
⑬
湯
本
健

一
様
㉗
㉗
湯
本
茂
様
⑰
㉝
湯
本
輝
男
様
㉓
湯
本
誠
様

①
湯
本
満
様
㉗
吉
沢
進
様
⑦

【
林
地
区
】

市
村
和
幸
様
③
市
村
春
二
様
③
市
村
文
男
様
㉗
浦
野

朗
様
①
小
林
秀
幸
様
③
㉝
篠
原
昭
一
様
⑬
篠
原
一
隼

様
①
篠
原
か
つ
江
様
①
篠
原
克
巳
様
⑰
篠
原
要
様
③

篠
原
か
よ
子
様
㉗
篠
原
幸
四
郎
様
⑦
篠
原
潤
一
様
③

㉝
篠
原
太
一
様
㉓
篠
原
次
夫
様
⑰
篠
原
久
之
様
③
⑦

㉗
篠
原
正
明
様
⑦
篠
原
ミ
キ
ヱ
様
⑦
⑦
篠
原
好
雄
様

【
北
軽
井
沢
地
区
】

青
木
菊
正
様
㉗
青
木
博
文
様
⑬
青
木
裕
治
様
⑬
㉝
浅
見

秀
子
様
①
新
井
登
様
①
③
池
上
義
雄
様
①
③
⑰
石
井
虎

男
様
⑦
石
田
実
様
①
㉓
㉗
井
上
和
彦
様
⑦
岩
田
紀
重
様

①
恩
田
明
様
⑬
桐
渕
始
春
様
㉓
小
林
一
雄
様
⑰
佐
々
木

経
夫
様
⑬
重
原
欽
三
様
㉓
清
水
一
彦
様
③
⑬
下
境
盛
可

様
㉓
㉝
大
澤
雄
二
郎
様
⑰
田
島
敏
治
様
③
田
中
亨
様
①

土
屋
満
州
夫
様
㉗
徳
間
信
一
様
③
富
岡
信
明
様
㉓
成
田

豊
様
⑬
西
山
義
夫
様
㉗
萩
原
広
美
様
③
⑦
萩
原
正
顕
様

⑬
半
沢
友
栄
様
⑬
㉝
干
川
直
康
様
③
㉗
星
野
和
義
様
⑬

細
井
忠
幸
様
⑰
真
下
誠
様
⑦
真
下
豊
様
㉝
増
田
哲
夫
様

⑬
宮
田
満
様
①
柳
沢
豊
様
⑰
伊
藤
千
枝
様
⑰
㉓
片
山
瞳

様
⑦
霜
田
初
子
様
⑬
松
山
紘
子
様
⑬
⑬
中
原
せ
つ
子
様

㉝【
羽
根
尾
・
古
森
地
区
】

加
部
秀
俊
様
③
唐
澤
冨
雄
様
①
唐
沢
正
浩
様
⑰
唐
沢
美

恵
子
様
㉓
黒
岩
昭
様
⑦
黒
岩
進
様
㉓
黒
岩
誠
司
様
①
黒

岩
大
様
③
㉝
櫻
井
孝
治
様
①
⑬
高
原
實
様
①
③
武
井
泰

彦
様
⑦
樋
口
憲
治
様
①
深
沢
幸
子
様
⑰
山
口
通
夫
様
㉓

豊
田
二
郎
様
㉝

【
与
喜
屋
地
区
】

浅
見
健
二
様
⑦
影
山
直
久
様
①
片
所
博
明
様
①
篠
原
憲

太
郎
様
⑰
㉝
丸
橋
行
雄
様
㉗
宮
川
享
子
様
③
宮
崎
敏
夫

様
⑦
湯
本
努
様
①
㉓
湯
本
得
一
様
⑦

【
横
壁
・
川
原
湯
地
区
】

金
子
一
夫
様
①
豊
田
孝
安
様
③
篠
原
敏
敬
様
⑰

【
中
之
条
町
・
東
吾
妻
町
】

有
馬
ち
ず
子
様
⑰
市
村
良
平
様
⑰
大
竹
博
幸
様
㉓
笠
原

紀
美
様
③
関
正
則
様
③
関
口
幹
夫
様
⑰
竹
田
博
栄
様
㉝

冨
沢
祐
一
様
①
野
口
千
鶴
子
様
⑬
㉗
野
口
源
次
様
⑦
橋

爪
正
治
様
⑦
山
本
正
男
様
⑦
市
川
久
夫
様
①
一
倉
吉
美

様
③
狩
野
悦
子
様
⑦
野
口
英
樹
様
③
㉗

【
群
馬
県
内
】

安
斎
克
仁
様
⑦
浦
野
弘
様
⑦
小
林
貴
様
⑰
鈴
木
恵
美
様

③
関
沢
秋
雄
様
㉓
山
本
三
郎
様
①
大
川
傳
二
様
③
湯
本

博
様
⑰
五
十
嵐
い
ま
子
様
⑬
池
谷
幸
子
様
③
梅
内
健
一

様
⑬
唐
澤
満
寿
男
様
㉝
篠
原
正
昭
様
①
③
畠
中
保
忠
様

③
山
口
勇
様
①
㉗
山
口
英
子
様
㉓
吉
川
克
三
様
⑰
㉓
浅

見
敬
子
様
⑬
伊
藤
ミ
チ
子
様
③
阿
野
幸
子
様
㉗
唐
澤
る

い
子
様
㉓
篠
原
昭
雄
様
③
㉓
嶋
村
均
様
㉝
塚
越
尚
男
様

⑬
冨
澤
康
一
様
①
③
野
口
市
子
様
③
茂
木
吉
之
様
⑬
野

口
弦
三
郎
様
㉗
井
口
麻
由
美
様
⑦
佐
藤
幸
子
様
㉓
三
俣

功
三
様
⑦
本
多
嘉
義
様
③
湯
本
博
様
⑰

【
群
馬
県
外
】

護
持
会
だ
よ
り

年回早見表

１周忌 平成３１年 ～

令和元年 （２０１９）

３回忌 平成３０年（２０１８）

７回忌 平成２６年（２０１２）

１３回忌 平成２０年（２００８）

１７回忌 平成１６年（２００４）

２３回忌 平成１０年（１９９８）

２７回忌 平成 ６年（１９９４）

３３回忌 昭和６３年（１０８８）
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

５０回忌 昭和４６年（１９７１）

お名前の誤字脱字、年回施主様に落ち

がありましたらご了承願います。

又、年回に当たられていない施主様も

ご連絡頂ければ法要を承りますし、先

祖代々等の塔婆をご用意致します。


